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今 日 の ポ イ ン ト

経口薬（飲み薬）や注射薬による
治療が必要なのは、どんなとき？

１.

糖尿病の飲み薬と注射薬の
「種類」と「特徴」

２.

薬による治療を正しく続けるために・・・３.
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１.経口薬（飲み薬）や注射薬による治療が
必要なのは、どんなとき？

食事療法や運動療法の効果が不十分なとき

糖尿病と診断されて食事療法と運動療法をしばらく
続けたけれども、血糖コントロールが十分に改善さ
れないとき

今までは食事療法と運動療法で管理できていたのに、
血糖値が徐々に高くなってきたとき
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２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」

α-グルコシダーゼ阻害薬

スルホニル尿素薬（SU薬）

ビグアナイド薬（BG薬）

チアゾリジン薬

速効型インスリン分泌促進薬（グリニド薬）

DPP-4阻害薬

SGLT2阻害薬

イメグリミン

GLP-1受容体作動薬（注射、経口）

[参考］日本糖尿病学会 編・著：糖尿病治療ガイド2022-2023,p59-77,文光堂,2022
日本糖尿病学会編・著：糖尿病患者さんとその家族のための糖尿病治療の手びき改訂第58版,p70-79,南江堂,2020DMS-H-019-04
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スルホニル尿素薬（ＳＵ薬）
膵臓のβ細胞を刺激してインスリン分泌を増やし、血糖値を下げます。

低血糖、体重増加など

副作用

増やす

インスリン分泌 スルホニル
尿素薬

薬の量が少量でも低血糖を起こすことがあります。

夜間や食前、食事時間が遅れた時は特に低血糖に注意しましょう。

食事・運動療法を守らないと体重が増えやすいため、注意しましょう。

注意点

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」
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速効型インスリン分泌促進薬（グリニド薬）

速効型インスリン
分泌促進薬

スルホニル尿素薬（SU薬）と同じように、膵臓のβ細胞を刺激してインスリン

分泌を増やし、血糖値を下げます。SU薬よりも短時間でインスリンが分泌され、

作用する時間が短い点が特徴で、食後の高血糖を改善します。

低血糖など

副作用

増やす

インスリン分泌

1日3回、必ず食事の直前に服用します。

服用後、食事をとらないと低血糖を起こす

可能性があるため、注意しましょう。

注意点

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」
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α-グルコシダーゼ阻害薬
腸内で、炭水化物を分解する酵素「α-グルコシダーゼ」の働きを抑えます。

その結果、糖の吸収がゆっくりになって、食後血糖値の上昇がおだやかに

なります。

お腹がはる、おならがでやすい、下痢など

副作用

増やさない

インスリン分泌

食事の直前に服用しましょう。

単独なら低血糖の心配はほとんどありません。

低血糖を起こす可能性のあるSU薬、グリニド薬、インスリン注射を

併用して低血糖を起こした場合、砂糖を摂取しても吸収が遅れるため、

低血糖が改善しない場合があります。低血糖のときには必ずブドウ糖

を飲んでください。

注意点

α-グルコシダーゼ阻害薬

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」
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ビグアナイド薬（ＢＧ薬）

ビグアナイド薬

主に、肝臓から血液中に放出されるブドウ糖を減らすことで、血糖値が高くなるのを

防ぎます。また、筋肉などでのインスリンの働きを強め（インスリン抵抗性の改善）、

血液中のブドウ糖の利用をうながすことで血糖値を下げます。

吐き気や下痢などの胃腸症状、乳酸アシドーシスなど

副作用

増やさない

インスリン分泌

まれに、乳酸アシドーシスという意識障害を伴う副作用を起こすことがあります。

服用中に強い倦怠感、吐き気、嘔吐、下痢などに気付いたら、すぐに薬を中止

して医師に相談しましょう。

脱水、お酒の飲みすぎにも注意しましょう。

ヨード造影剤を使うレントゲン撮影をするときには、事前に医師に相談してくだ

さい。

注意点

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」
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チアゾリジン薬

チアゾリジン薬

筋肉や肝臓などでインスリンの働きを強め（インスリン抵抗性改善）、

血液中のブドウ糖の利用をうながすことで血糖値を下げます。

むくみ、体重増加、肝機能障害など

副作用

増やさない

インスリン分泌

体重が増えやすいので、食事・運動療法に特にしっかり取り組みましょう。

注意点

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」
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DPP-4阻害薬

DPP-4
阻害薬

食事をとると、インクレチン（特にGLP-1）というホルモンが小腸から分泌され、

血糖値が高いときに膵臓からのインスリン分泌をうながします。DPP-4阻害薬

はインクレチンの働きを高め、食後のインスリンの分泌を増やして血糖値を下

げます。

スルホニル尿素薬（SU薬）併用の場合、低血糖

副作用

増やす

インスリン分泌

単独では低血糖を起こしにくいお薬ですが、

スルホニル尿素薬（SU薬）と併用するときは

低血糖に注意してください。

注意点

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」
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GLP-1受容体作動薬（経口薬と注射薬）
食事をとると、インクレチン（特にGLP-1）というホルモンが小腸から分泌され、血糖

値が高いときに膵臓からのインスリン分泌をうながします。GLP-1受容体作動薬は、

GLP-1と同じようにインスリン分泌を促進します。

経口薬と注射薬があります。

吐き気、嘔吐、下痢、便秘など胃腸症状

副作用

増やす

インスリン分泌

経口薬…1日の最初の飲食の前に、空腹の状態でコップ約半分の水（約120mL

以下）とともに、服用してください。

服用後少なくとも30分は、飲食および他の薬の服用を避けてください。

注射薬…患者さんご自身で注射します。

注意点

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」

DMS-H-019-11



9-12

SGLT2阻害薬

SGLT2阻害薬

腎臓でのブドウ糖の再吸収を抑え、過剰な糖を尿糖として排泄し、

血糖値を下げます。

尿路感染症、頻尿、口渇など

副作用

増やさない

インスリン分泌

体重低下作用がありますが、自己判断で食事療法を変えないように

しましょう。

脱水には注意し、適度な水分補給を心がけましょう。

注意点

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」
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イメグリミン
筋⾁でインスリンの働きを強めたり、肝臓から血液中に放出されるブドウ糖を

減らすことで、血糖値を改善します。また、⾎糖値に応じてインスリンの分泌を

うながし、⾎糖値を改善します。

吐き気や下痢、便秘などの胃腸症状

副作用

増やす

インスリン分泌

単独では低血糖を起こしにくいお薬ですが、インスリン、スルホニル尿素

薬（SU薬）、速効型インスリン分泌促進薬（グリニド薬）と併用するときは

低血糖に注意してください。

注意点

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」
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配合剤は、２種類の薬の成分をひとつの薬のなかに
配合したものです。

配合剤

配合剤と気づかずに同じような効果の薬が処方されることを避ける

ため、複数の医療機関を受診するときには、配合剤を服用している

ことを医師に伝えましょう。

注意点

２種類の薬を飲む場合に比べて、飲む薬の数が減り、
飲み忘れなどが減ることが期待できます。

２. 糖尿病の飲み薬と注射薬の「種類」と「特徴」
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３. 薬による治療を正しく続けるために・・・

食事・運動療法を続けることが大切です

薬を飲むタイミングや量は、医師の指示を
守りましょう

風邪など他の病気にかかったときは
主治医に相談しましょう

妊娠中は経口薬は使用せず、
インスリン療法が原則です

低血糖に注意しましょう
単剤では低血糖の心配がほとんどない薬も、スルホニル尿素薬・
速効型インスリン分泌促進薬・インスリン注射と併用するときは
低血糖が起こることがあります
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食事療法や運動療法の効果が不十分なとき

低血糖に注意しましょう

9-16

経口薬（飲み薬）や注射薬による治療が必要なのは、どんなとき？

薬による治療を正しく続けるために・・・

糖尿病の飲み薬と注射薬の種類と特徴

１.

２.

３.

インスリン以外の薬は大きく分けて9タイプあり、
病状によって使い分けられています

食事・運動療法を続けることが大切です

薬を飲むタイミングや量は、医師の指示を守りましょう

風邪など他の病気にかかったときは主治医に相談しましょう

妊娠中は経口薬は使用せず、インスリン療法が原則です

今 日 の ま と め
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クイズで確認!! 今日のまとめ

第１問第１問

糖尿病の治療で飲み薬の服用が必要になる
人は、どんな人？

ア．食事療法や運動療法を続ける
よりも薬で治したいという人

イ． 食事療法や運動療法を続けても
血糖値が良くならない人

DMS-H-019-17



9-18

クイズで確認!! 今日のまとめ

第１問第１問

糖尿病の治療で飲み薬の服用が必要になる
人は、どんな人？

ア．食事療法や運動療法を続ける
よりも薬で治したいという人

イ． 食事療法や運動療法を続けても
血糖値が良くならない人

正解
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クイズで確認!! 今日のまとめ

第２問第２問

食後の高血糖を改善するときに適している
薬はどれ？

ア．α-グルコシダーゼ阻害薬、
速効型インスリン分泌促進薬

イ． スルホニル尿素薬、ビグアナイド薬、
チアゾリジン薬
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クイズで確認!! 今日のまとめ

第２問第２問

食後の高血糖を改善するときに適している
薬はどれ？

ア．α-グルコシダーゼ阻害薬、
速効型インスリン分泌促進薬

イ． スルホニル尿素薬、ビグアナイド薬、
チアゾリジン薬

正解
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クイズで確認!! 今日のまとめ

第３問第３問

食事の直前に飲む薬はどれ？

ア．α-グルコシダーゼ阻害薬、
速効型インスリン分泌促進薬

イ．スルホニル尿素薬、ビグアナイド薬、
チアゾリジン薬、SGLT2阻害薬
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クイズで確認!! 今日のまとめ

第３問第３問

食事の直前に飲む薬はどれ？

ア．α-グルコシダーゼ阻害薬、
速効型インスリン分泌促進薬

イ．スルホニル尿素薬、ビグアナイド薬、
チアゾリジン薬、SGLT2阻害薬

正解
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クイズで確認!! 今日のまとめ

第４問第４問

SGLT2阻害薬について正しいのはどれ？

ア．体重低下作用があるので、食事・

運動療法に取り組まなくてもよい

イ． 体重低下作用があるが、引き続き

食事・運動療法に取り組む
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クイズで確認!! 今日のまとめ

第４問第４問

SGLT2阻害薬について正しいのはどれ？

ア．体重低下作用があるので、食事・

運動療法に取り組まなくてもよい

イ． 体重低下作用があるが、引き続き

食事・運動療法に取り組む

正解
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クイズで確認!! 今日のまとめ

第５問第５問

薬の飲み忘れに気付いたときの対処法で、
薬の種類に関係なく絶対間違っているのはどれ？

ア．忘れた分はあきらめて
次回の分から忘れずに飲む

イ． 気付いたときにすぐに飲む

ウ．次に飲むときに、２回分まとめて飲む
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クイズで確認!! 今日のまとめ

第５問第５問

薬の飲み忘れに気付いたときの対処法で、
薬の種類に関係なく絶対間違っているのはどれ？

ア．忘れた分はあきらめて
次回の分から忘れずに飲む

イ． 気付いたときにすぐに飲む

ウ．次に飲むときに、２回分まとめて飲む正解
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